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第５回三沢市復興委員会会議録 

 

○ 日時：平成 23 年 12 月 26 日（月）14：00 ～ 14：35 

 

○ 場所：三沢市総合社会福祉センター 多目的ホール 

 

○ 出席委員：佐々木暢智、今泉利昭、小坂良治、山村正彦、山崎文男、佐藤嘉忠、平内進勝、川

畑好弘、杉山寛治、野々宮壽喜、大塚和則（委員長）、米田光一郎（副委員長）、工

藤智彦、宮古直志、中野渡進、中西敬悦、宮古健一、今村哲也、月館孝（１９名） 

 

○ 事 務 局：（政策調整課）山本課長、山本課長補佐、小比類巻係長、柿崎主査、宮古主事 

 

○ 議事等 

 （午後２時、開会） 

 

 

 （司会）ただいまから、三沢市復興委員会を開会します。 

 

(1) パブリックコメントについて 

 （委員長） パブリックコメントについて説明願います。 

  

 （事務局） パブリックコメントについては、12 月 2 日から 12 月 15 日までの期間で実施し、意

見提出者は１名であった。意見に対する市の考え方について資料に基づき説明 

 

      特に意見なし。 

 

(2) 三沢市復興計画(案)について 

 （委員長） 三沢市復興計画(案)について説明願います。 

  

 （事務局） 12 月 9日に三沢市議会全員説明会を実施した際の意見、国や県に対して要望してい

る事項、県が進めている事業等を追加し修正している。 

      修正箇所（網掛部分）P6,P8,P21,P25,P27,P28,P29,P30  

 

(委員長)  事務局からの説明がありましたが、担当の政策財政部長はどう考えていますか？ 

 

（政策財政部長）事務局の説明について補足します。国の三次補正の内容を網羅する計画としてい

ますが、今後、国や県との事業の整合性の関係から字句の訂正が必要となる事が考えら

れます。よって今後、市が柔軟に対応出来るような表現に変えたいと考えています。 

 

 （委員） 全体的な考え方として、オブザーバーの方から話があった様に、全ての災害に対応す

るは難しく、“減災”という考え方が大事だと考えています。 
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 この考え方が計画中に盛り込まれていますか？先程、字句や文言の話がありましたが、

考え方をしっかりと表現するべきだと考えています。 

 

 （委員長）減災という観点からは、災害に強い都市基盤作りで盛り込まれていると思いますが、

この他に文言で表現されていますか？ 

 

 （事務局）P21 の「人命を守る事を第一とし、防波堤・保安林などのハード整備と、避難計画など

のソフト施策を組み合わせた「減災まちづくり」を推進します。」という表現で盛り込ま

れています。 

 考え方として、災害を全てハードで被害を少なくするという考えでは無く、ハードと

ソフトを合わせ、避難する時は避難するという、今後策定する避難計画、防災計画に反

映させられるものであり、人命第一の計画として考えて頂ければと思います。 

 

 （委員） P17 ですが、今後の津波対策として、先般も意見が出ていました“避難タワー”があり

ます。復興計画を見た市民の方は、ここに避難タワーが建設されるのか？と考えるはずで

す。この中で、避難タワーの必要の有無について、更に時間をかけて判断するという事は

出来ないのでしょうか。三重県の事例はありますが、更に情報が欲しいと思います。 

  

（委員長）建設に疑問を持っているという事でしょうか？  

 

 （委員） これについては、議論をするにしても現時点では情報不足で判断できません。 

 

 （政策財政部長）復興計画の考え方としまして、復興計画に盛り込まれた計画を短期的に実施す

るというものもありますが、多くの部分については、今後の総合振興計画等に盛り込ん

でいきます。 

 また、防災計画の中に盛り込んで、具体的に個別の計画として内容を検討・検証して

実施をする事業もあります。 

 

 （委員） 私は、避難タワーの建設を理解しますが、これを市民が目にした時に、部長が言われ

た様な考え方を字句として入れてほしいと思います。 

 

 （委員長） 今後、後背地に高台を作る等、様々な対策が取られることになると考えられます。

市にとってこれが必要なのかを考える必要があります。 

 また、この計画がありきで事業を行うのではありません。この事業についても、実際

にどれ程経費が掛るか見えませんし、実際、ビーチ等で遊んでいる人達をここに収容し

きれるのかについても議論が必要であり、これらを含めて市で事業を御検討する事にな

ります。 

 文言としまして、今の意見のニュアンスを追加して下さい。 

 

 （委員長） 三次補正の中で国が作った復興交付金がありますが、市がこの交付金で何をやりた

いのかを国へ提出しています。 
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 この関係で計画中の事業内容が増えています。ハード的な部分も急に入って来た事業

もあります。３月までに採択される事業もあると考えていますし、勿論、不確定要素も

ありますが、この計画に掲載していないと採択されないという事情もありますので、盛

り込んでいます。 

 全部実施できるかというのも疑問があります。その中で、挙げられるものは挙げてお

ります。 

 補助金が付く可能性があるのかという事業もありますので、御理解頂きたいと考えて

おります。 

 

 （委員長）この他に御意見が無いようですので、この内容で市長に諮りたいと考えております。 

 

 （司会） これをもちまして、第５回三沢市復興委員会を閉会いたします。 

 

                              （午後２時３５分、閉会） 

 

 


